




研究の目的:

本研究班の研究目的は、ハイリスク児の中で後障害の発生頻度が高い超未熟児、新生児仮

死、多胎出生児の全国ベースでの発生頻度ならびに後障害発症に関与する要因を全国調査

を通じて明らかにし、ハイリスク児の後障害予防のための施策に役立つ資料を提供するこ

とにある。

今年度の研究計画は、超未熟児の予後に関する全国調査を通じてデータベースの作成を中

心課題とし、さらに前年度から引き続き実施している統一プロトコールによる超未熟児、

仮死出生児の予後不良因子に関する前方視的研究のデータ集積を行なうことにした。


